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 第３章 N-アリル -α-オキソアミドに対して、光およびロジウム触媒を連続的に作
用させることにより、光学活性なα-ヒドロキシピペリジンを合成する手法について 
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第３章 入手容易な N-アリル -α-オキソアミドに、光とロジウム触媒を連続的に作
用させることで、医薬品の骨格に見られる光学活性ジヒドロピリドンを合成した。
一連の変換反応は、分子にエネルギーを供給する光と、立体選択性を制御するロジ
ウム触媒が、相補的に働くことで進行する。 
第４章 ニッケル触媒の存在下、光を照射することで、トルエン誘導体と芳香族臭
化物とが反応し、ジアリールメタンが得られることを見出した。本反応の特徴は、
配向基を持たないベンジル位炭素―水素結合のアリール化反応を、ニッケル触媒と
塩基のみを添加剤とする単純な反応系で達成したことである。 
第５章 ジアリールケトンは、これまで光酸化還元触媒として主に用いられてきた
イリジウム錯体やルテニウム錯体に比べて、安価で入手容易である。このジアリー
ルケトンが光酸化還元触媒として利用できることを、ニッケル触媒による芳香族臭
化物のホモカップリング反応で明らかにした。 
 
以上、本論文は光のエネルギーを利用した新規炭素―炭素結合形成反応の開発に
ついて述べたものである。二酸化炭素や炭化水素といった安定化合物の新たな変換
法を提供するものであり、学術上、実際上寄与するところが大きい。よって、本論
文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年２月
９日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課
程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
